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～ 理解の過程を人間が把握可能な文処理技術の確立 ～

＜研究概要＞
文をベクトルで表現する深層学習ベースのシステムは人間と類似した出力できるようになって
きています。しかし、固定長のベクトルでは文の意味内容を十分には表現できず、また、理解
の過程を人間が把握することは困難であるという問題があります。本研究では深層学習ベース
の言語処理システムの中間表現を意味フレームにグラウンディングすることで、理解の過程を
人間が把握可能な深層学習ベースの文処理技術の確立を目指します。
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私は父を空港まで送った。
……

彼は老人を病院に運んだ。
……

私は母に贈り物を送った。
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大規模コーパス 人手で整備された
意味フレーム知識

深層学習と親和性の高い意味フレーム
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文脈化単語
埋め込み

フレームに基づく意味解析システム

（人間情報学/知能情報学）
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